
〇 〇 〇 〇
公 都 平 公
募 市 成 募

平 型 計 十 型
成 プ 画 四 プ
十 ロ 支 法 支 年 ロ
四 ポ に 度 ポ庁 庁
年 ー よ ー（

公 告十 ザ る 第 ザ

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 公 道 道 道 農 農
有 有 路 路 路 林 林
水 水 の の の 水 水
面 面 区 区 供 産 産

公 の の 域 域 用 大 大
埋 埋 の の の 臣 臣
立 立 変 決 開 権 権
て て 更 定 始 限 限

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
知 道 土 土 土 土 土 土
事 営 地 地 地 地 地 地
権 土 改 改 改 改 改 改
限 地 良 良 良 良 良 良
に 改 区 区 区 区 法 法
係 良 連 連 の の に に
る 事 合 合 役 役 基 基
保 業 の の 員 員 づ づ

第

〇 〇 〇 〇
肥 大 大 北
料 規 規 海
の 模 模 道
登 小 小 財
録 売 売 告 務 規
の 店 店 規
失 舗 舗 則
効 立 立 の

号

毎
週
火
・
金
曜

月 ル 告 開 示 三 ル
二 の 発 十 の
十 実 行 一 実
九 施 為 回 施
日 に ）

関 採
す 石
る 業
工 務

火 事 管
の 理

曜 完 者
了 試

告 に の 及 及 に に
関 免 び び 係 係
す 許 供 供 る る
る の 用 用 保 保
工 出 の の 安 安
事 願 開 開 林 林
の 始 始 の の
し 指 指
ゅ 定 定
ん の の
功 解 予
認 除 定
可 の

安 変 解 解 の の く く
林 更 散 散 就 就 道 道
の 計 に に 任 任 営 営
指 画 よ よ の 及 換 換
定 の る る 届 び 地 地
の 決 清 役 出 退 計 処
解 定 算 員 任 画 分
除 人 の の の

の 退 届 決（
二 退 任 出 定
件 任 の
） の 届

届 出

地 地 示 一 則 目
法 法 部
第 第 を
六 六 改
条 条 正
第 第 す
五 二 る
項 項 規

則（ （
廃 変
止 更
） ） 次
の の

日
発
行

日 験（
二 の
件 合
） 格

者
（ （
資 保
源 健
エ 福
ネ 祉
ル 部
ギ 総
ー 務
課 課

予
定

（ （ （ （ （
砂 砂 道 道 道
防 防 路 路 路 （ （
災 災 整 整 整 治 治
害 害 備 備 備 山 山
課 課 課 課 課 課 課

出

（ （ （ （ （
土 土 土 土 土
地 地 地 地 地 （ （
改 改 改 改 改 農 農
良 良 良 良 良 地 地（

治 指 指 指 指 指 調 調
山 導 導 導 導 導 整 整
課 課 課 課 課 課 課 課

届 届
出 出

道 （
産 出（ （
食 地 地 納
品 域 域 局
安 産 産 総
全 業 業 務 発行
室 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ）

一 一 一 一
八 八 七 七
〇 〇 九 八

北
北 海 北
海 道 平 海
道 北 規 成 道
財 海 則 十 財
務 道 第 四 務
規 財 九 年 規

） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 七 七 七
七 六 六 五 五 五 四

三
４ ３

こ 施 し
の 行 そ な 特
規 期 の け 定
則 日 他 れ の

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 七 七 七 七
四 三 三 三 三 二 二 一

二
２ １ 規 を

係 項 る 内 則 行
） 最 関 か 契 容 を う
。 係 ど 約 制 と低

） う 担 定 と制

） ） ） ）
電話

一 一 一 一 ペ
七 七 七 六 ー
一 一 〇 九 ジ 印刷

〇 〇
一 ◇ 特 特
北 定 定

低 趣 海 調 調
入 旨 道 達 達
札 財 契 道 契
価 務 約 教 約

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
一
般
競
争

道 入 札
教 札 幌

則 務 十 十 則
規 五 月 の（

昭 則 号 二 一
和 の 十 部
四 一 九 を
十 部 日 改
五 を 正
年 改 す
北 正 る
海 す 規
道 る 則
規 規 を
則 則 こ

は 規 ば 物
、 定 な 品
平 の ら を
成 整 な 購規
十 備 い 入
四 を こ す
年 行 と る
十 う と 場
一 こ し 合
月 と た 等
一 と に（
日 し 第 あ
か た 二 っ

。 か 当 す も限
を 者 る に価
調 等 こ 、格
査 が と 物の
す 最 と 品設
る 低 し の定
場 価 た 購基
合 格 。 入準
の の 等は
基 入 の、
準 札 事知
は 者 務事 、 の のが

格 規 に 育 に
調 則 係 庁 係
査 の る 胆 る
制 一 入 振 入
度 部 札 教 札
及 を の 育 の
び 改 公 局 公
最 正 告 告 告
低 す 示
制 る
限 規
価 則
格 （

公

布

さ

れ

た

規

育 の 医
庁 実 科
渡 施 大
島 学
教 告
育 示
局
告
示

第 こ
三 に
十 公
号 布
） す
の る
一 。
部 北

一 を 海
六 次 道
九 の 知

よ 事
う
に 堀

ら 。 百 て
施 十 は
行 三 、
す 条 部
る の 長

則 こ 二 等
と 第 は
と 一 、
し 項 当
た 関 該
。 係 事

） 務
。 を
出

知 入 依定 事 札 頼め が 価 にる 定 格 つこ め に いと る よ て
と こ り 改
し と 契 正
た と 約 す

し の る（
第 た 適 こ
百 正 と（
五 第 な と
十 百 履 す

制 規
度 則
の 第
積 九
極 十
的 五
な 号
活 ）
用
に
資
す
る
よ

則

の

あ

ら

ま

し

改
正
す
る 達
。

也

納
局
長
に
依
頼

六 五 行 る
条 十 が た
第 五 確 め
一 条 保 、
項 第 さ こ
関 一 れ の

う
所
要
の
改 一 一
正 八 八

三 二

一
八
一

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



２ 第
す る い 百 第 あ（
る 契 最 て 五 最 百 つ
と 約 低 、 十 低 五 て
き 担 制 当 六 制 十 は
は 当 限 該 条 限 六 、
、 者 価 契 価 条 前
あ 等 格 約 知 格 を 項
ら は の の 事 を 次 の

北 海

２ 第
と つ そ 公 約 百 第
と 契 い の 正 に 五 百
な 約 て 理 な 係 十 五
る 担 の 由 取 る 五 十
お 当 知 及 引 一 条 五
そ 者 事 び の 般 の 条
れ 等 の 自 秩 競 二 の
が は 承 己 序 争 次

道 公 報

４
と つ 受 れ 認 た た
い て け な 契 を 書 履
う 申 た い 約 求 面 行
。 込 と お 担 め を が
） み き そ 当 な 知 さ
を を ） れ 者 け 事 れ
落 し は が 等 れ に な
札 た 、 あ は ば 提 い

第

３ ２
る 該 者 さ 入 い

部 。 契 の 契 れ 札 て
局 約 当 約 な 者 、
長 の 該 担 い 」 予
で 内 申 当 こ と 定
あ 容 込 者 と い 価
る に み 等 と う 格
契 適 に は な 。 の

号

第 し
百 な 第
五 い 百
十 場 五 平
五 合 十 成
条 の 五 十
手 条 四

知 続 の 年
事 ） 見 十

か 、 設 内 は 設 の 承
じ 前 定 容 、 け よ 認
め 項 の に 工 る う を
当 に 基 適 事 契 に 受
該 規 準 合 又 約 改 け
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の

。るめ次

るす定、

的

お

筆害と標と

２霧こる
と

有防で伐り

国のが準

森 伐

）る齢す

林備き期

ると」及林 採 係り図課
び上所 限
森す及びの の

は度。湧在

林る
と役釧筆

次の町

、次別

おりに郡
国 とお場路

の
とはえ路
林 り」備釧

有

し整 の伐

次 す、置町
。

目の

林択て備 採 業 森、

所に採画 方 要 の伐伐計

るす定

在的件法よをで
と標

紋る土こる

。るめ
で伐

郡）のが準

別。砂

別のる齢

湧出き期

上流

規 ら 号 」覧

よ 、供次に はに、日 定

。う通 略るよる 省すの
安あ そ保が 、）に知 し

を指。 面をた 図林っ の

れ由

さ
定理

指
ての

北定

備と

防地

の用

害道

風農

も
はの
木上。

立以る

す

。
木る

立す
該と
当の

、

る省い大

市
る

す
在

所
の

に し縦仙
図 。略て字

の

供村
す そに趾

示 、覧鳳
に 面る老

分 図す字
部 の

る び）舞限 及。者
。 関

） 係・
、 書

の 字備木上 町防立以

類

当の 美、も 富は
該と

の。

２木る

の立す

す

市 にる 図す の在 次所

あ

支で

勝定

十予

道る

海
部、道

済旨海

経る北

庁
及堀

課法

務林事

林森知

め
た
る

び昭

一
七
四

市
る
係

に
村

町 ・
・ を
北
海
道以

村 す

町 示

産３上

水上以

清和

限市
る に

係 分

に 部

水
に第

場律也

役法

町年達



保た解置
え

平 安目い

成 除 林的次て

十 との縦

四 の し図覧

年 て」に

十 指は供

北 海

３

保た解い解場

置

安目て除所

との覧定

除 林的次縦予
林

て」供安 の し図に保

指はす

道 公 報

２

保た解い解場

置

安目て除所

との覧定

除 林的次縦予
林

て」供安 の し図に保

指はす

第

法１ 北

農律 海

林第平 道

成解場 水 告

除所 産 示

大年予 号 第

定 ） 臣第 か月保
安 ら 号

、日林 条

号

立次務
林

イ
木の部

図課 伐おの山

のと次治

理

と」及 採り

月 定、す

二 さ省る

十 れ由略。

九 し）

日

の用図

源路の

水道そ
、

か地面

火

養す北

んとを

曜

所

定、るの 理

た道
る海

、
し

れ由略）在

さ省。
図郡

衆水の呂

公用そ常

健地を辺

保用面留

の路
る道

す海町

と北蘂

在

さ省。所

定、るの 理

風用そ斜

、
し

れ由略）
面清

の路図郡

害水の里

海
と北町

備地を里

防用
す

定 の所 規 次の の

る道国

通 保斜 る によ うに よ在
里 あ の清 が 林郡 知 安里

をた 定町 っ 指

び釧 限
す及び の

解国 。

度。路

る
り備

おに
と場

の役
次町

略縦
省て

、い
は置

」え

日

及
課
山
治

部
務

林
産

め水

産有

た水国

町
蘂
辺
留
び

図

治の

部次

務。

林林

め

分

清部

びす

及示

課に

山

産林

た水有

役限

町に

里

に

治図

部の

務次

林。

め

に

清分

び部

及す

課示

山

。

す林

除有

役る

町限

里

に

で海図

定北の

予次

る
、部

旨事す

る知示

あ道

し覧

る

法限

林に

森堀分

面。
図る

のす
そ供

、に

役

北
を
類
書
係
関
び
及）

道

、そ週

し２１

備
に
場

の

条関、成路

同の間平

第係一

類

２図般年種

項面の

備）

に。

場る

のは縦月

え

北

道
道
海

路
告法
示
第昭
和

平道

路道
え
備
に）

場。

上更 成

士線
幌 年線

士 月

也

和）

昭達。
の

年

北

道そ日 海

路のか 道

法関ら

え

告 解置

係２ 示 い

昭図週 第

和面間

除次て
の縦

は、

４

産
水
道
海

図覧

林的

除所安目

解場保た

保し

定と

予

規、覧
す

に海供道

定北に日道

路部
道設。

り建る

よ道
開課

を備
用整

供路
の道

始及

号

河河河河河河第
律

法
年

東東東東東東

音上上

号 郡郡郡郡郡郡

更更更更士士

） 音音音

町町町町幌幌

第

望字字

条 字字希希町町

音音がが上上

第 中中望

幌

更更丘丘音音

１

名音
東帯東

供河河河道河

日

音新音

郡 郡郡広郡

東 東

線町

更 更更得更 用音 音

鈴 開

字 字字交北

町 町町

南

音 音場）蘭

下 中駒点

更東か

年、一 の号

海の 理
は供法北般

」に

建覧

省る第道縦

、す律

由略。

設に

そ道す ） 、部供 号 し）

路の路る 第 道

整。

とを課 第 地面備 条 用図

定

林指

安て

項 す北及 ２

の

呂衆

常公

在れ

所さ

の

る次
すび

蘂
辺健

留保

郡

に海

所北

場
覧

縦
。の

一 備道

七 え知

五

６更更

項

、
て堀

い
置事

線１番番西西

の 基東２
線４６３３

規
定

地地線線に 番

よ ２番先先

地らで番番り 地１かま

ま地地路 か先４１道 先

で域

かま区 で先先の ら

北 始東１ら５

更

次
を

ら

目

８ １線丁

線 線
番１ 西 番１番 の

番 １地
地先地 北
海

先 かでま 道地 区先ま先

事らで 知

た道北 の る海び

堀
間道

林帯 に 産道 定 め水海 規
次 治木 、 部土 り 務広 よ

に 路 及所 道 課業 の 山現

町

辺え 供 留備 の び す
示
に

図
の

次
。

林
有

国

ら
か也

日
の達

示
告

分
部

成

供期平

定
決

り
お

と
の

用
達開
始 也
の日

始 役て 開 町い を 蘂置 用 に

。 備示 る に告 す 場、

）
。
る

限



１２３
表立 許許名住代

免免埋

た氏 月けの区

年受者

を
日者称所名域

北 海

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成

勇か１

告 払ら地

面を 示 郡勇先

埋免年 第 鵡払ま

立許 川郡で

法し月 町鵡

た 号 字川
花町大。日

道 公 報

平道路道区

日
の１２３

の線の

ら成路路

か
２

類名域

週年種区

間
、月
一
般日道穂

第

更 北

道しそ 海

、の 道

同関

路 上

告

条係

法 幌

示 内

第図 第

２面

昭 早

和 来

項は 停

の、 号

場規北

年 車

号

路
道路穂

２
平の別

成路
十線線鵡
四名

年、川
十

道

成海幌海

平北札北

区

道市
央事

年中知
北堀

月区

字正

丁
６也

西達
条

日３

岡
花
岡年
法 番

律 地

第 先番

第
条

２
第 前後）

号

供
に線

覧川

縦鵡

の道別

前別
更の

変後 。
る

す間

建

第に道

律 線定海

法

敷

よ

勇勇勇り設

郡路道 ） 払払払道部 号

鵡早早の路 第

郡郡
川来来供整

栄を課 第

町町町用備 条

び 項

花町町開及 １

字栄

始 岡

す北 の 番番

月域名線

二及

十び

九縦区勇

日

町
川

所鵡

場郡

覧払

火

花
字

曜岡

１

堀
事
知
道
海
北

目

項
の

らでらで定

かまかま規
り
よ
に

、
次
の

道
海
北員

幅
の

地

り
お
と

る海 規

国重

堀長

事
知延

４

。道 定 番

蘭 よ 地先 先室 に １地 地

木 、 まで ら土 り 先ま か

所 の

業 路

現 道 で

に 区

備 域

え を

でらでい の

まかま置 次

日

間ら
か

先
地

１
番

敷
地
の

５

也
達

員ら
か 幅

地
立 面

埋

地地地地用

ののののの

４

面
水
有
公

関

７８に
て
面立位区

埋

区 等
複 達道

地地す

のの

１２３４５６
の間

也と

地地地地

のののののの

告 り

、 お

て と

地地

変示

重
の
と
等
道
国

長
延

位区

漁

点点点点積途

地方

港 籍向ののの

施 図角地地地

設 点点点 根

かかか用

ららら地 度 点

方方方

－向向向 分 ３

角角角 秒 １
の

事
工

点点積る置域

の

の稚次の ６７

施内の地成 のの

点果 行市 地地

区大のとを
用

かか域字地を使

点点
方内かん）

らら稚点結
線

向向村らだ

方

ルのに

角角字

２３４５

点点点点点点

向ののののの

の地方１

図 果角地地地地地

籍 成

点点点点点 根 を

かかかかか

用ららららら 度 点 使

方方方方方

－向向向向向 分 ３ ）

角角角角角 秒 １

点

内の地

稚次の

置域

の

結

字地を

大のと

同市１
８線

村らだ

内かん

稚点

海
縦北

間
区
複

ルのに

字

現
場木

土
蘭
覧室
道

度 方度度

＝向分分分

秒秒秒 ののの 方 の方方 向

、地向向

点
＝
－ののの 地地

エ地よ

地

ベ点っ 度度

ンまて

ルで囲 分分

モをま
順れ 秒秒

次た のの

地結域 向向番に区 方方

先ん
だ日
線本

地び地 地 の及測 の

度 度 方度度度

＝向分 分分分分

秒 秒秒秒秒 のの ののの 方方 の方方方 向向

、地向向向

点
＝

ののののの －

地地地地地

囲

ンまて

ベ点っ

エ地よ
順れ

モをま

ルで
次た

先ん
地結域

番に区
地

有及測

公線本

のだ日

所所
業

水び

一
七
六

点点点 系 点

ら
か

）

量
と測
点る

地よ
のに

点 点点点点点

地よ
のに

面１系

ら
か

）

８量
と測
点る



２

免公３しし

ウ

平 許ゅ 面有項ゅ

成 年ん 水のん

十

月功 面市功

四 認 埋町認

年

可 日立村可

十 法名を

北 海 道 公 報

区
イ

第

１

住代位

しし埋

アイウア

功立 功名表 んん
ゅゅ氏

を 可可又者 認認

号

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成 告

面に 示

埋関年 第

立す
法る月
工 号

の 及 大事日

月 び第受

二 け 年

番十 条た 月

九 積号第日者

日

平南平

成茅成

部

火 年町年

３

曜 月月

４

地地

のののの

３４５６
点

点点点点

地地

点 点 点
地地

のの のの

３４ ２５

かか かか

点点 点点

地地

地地

のの

１２

らら らら

点

域点点
角 次びた漁

１ 区港度 の

の １域度 原
点分 １の地
点 の地日分 秒 地点本か
ら 点と測秒 ＝

月

名氏 け 年
受 の区 はの

北茅

日者称所名域置

た

道郡

成海幌海部

平北札
道市
央事茅

年中知南

北堀町

月区部

し
正の

認
第を

律功
法ん

年ゅ
。

第た
）し

号可
第

条

日

第
防

砂
日日

向

方方 方方

令
指
号
９
－

角角 角角

向向 向

度 度度 度

分 分分 分

方 方 の のの の 秒 秒秒 秒

向 向向 向 方 方

地方 かの －
、 ら６系向 方 のに角 東向

経 ６地よ

の点る度 地と測

度 点を量分 ま結のの 、
分

秒 でん成地

をだ果点 ＝
秒の 順線を方 次に使向 によ用

）

達見

条双

日３字
結っ）

西
６也

知先

道地

海目５

北丁番

の
項

１

面
水

堀有
公

事の

お
と
の
次
、
り
よ
に

定
規

り

地地地地

のの のの

か んて

ら 、
緯向地

線まの 方 北

だ囲
及れ 面
水
有
公

位区

アイ

也
達

立 名表

氏住代
埋

アイウ

５
－
１４５

地地地地地

ののののの

点点点点点

の４５ 点

地のの ５５
１地 点点

の－の 点地地

点の点 かか

地

地地

のののの

２２４５
点

点点点点

地地

地 地 の

の －点
２２４ １地点点

点点点 の

地地地 １

のの

角

点
地
の
１
－
１

結地点及囲漁
港度 ん点とびま
れ だとを度 原

結１た点分 線

ん－区 、分

地

置域
点と５点

茅番有次地点
とをのと

部３水の

結地４

郡、面
１ 南

の

又者

茅番－２ん点の

札北

称所名域

名氏
区 は

事
中知

道市道

海幌海

北

点ら 方方

か地か らら

央

ら向 角角

方か方 向向

ら
向
角方角

向度度

角度 度

分分一 分七 分度

秒秒七

方方の 秒分のの秒

の

点

かかか 地

方秒向向方

向向 ら

方方方 か

ららら

向

角角角 方

向

角

度度度

度

分分分

分

秒秒秒

１域

の方方方

秒ののの

秒 ５のだ

の地線の秒 ＝

地点、地日の －

点本、 点と方
東 とを６と測向 地 結の経

ん地８系

のだ点のに

度 地線と地よ
点る、 点、

分の ８と測地 と

のを量＝ を点 秒 結の地結の

１のだと地
ん地点ん成

点

部、

の地線 町

－を

字番地点、５と

、とを４１結

安１点と
結ののん

浦

点点線

番番２ん地地だ

、地線とと、

１１のだ

を４

、

点、
５結の

１３を２のん地

番番と

点線と

、及結の地だ点

びん地

丁
６也

西達
条
３

北堀
区

向

目

向の
方
向

のの
地地 のの

点点地

方向向向

地

向

の

のの地

だ点とだ果

） 線とを線を

結に使か 、
６んよ用ら 、

のだっ）方 北

の地線て緯向

だ点と、５ 番

の

結５地

、番線とを

地、
４ん－点
を

、の２のだ１と

番先
公の地線の
、



北 海 道 公 報

代位区

し埋

アイウアイ

者 認立 功名表

ん
ゅ氏住

を
可又

第

３

許ゅ 面有項

免公３し

ウ

埋町 月功 面市 年ん 水の
法名可 日立村認

号

平
成
十
四
年
十

地地

のののの

４５６７

点点点点

地地

点 点 点

地

の ののの

５ ３４６

点
かかか

点 点点点

地 地地

のの

１２３

ら ららら

か

点点点

地地地

の

点

区方２

びた３分ら
１ 級

の角地

秒の 基 １域向の

地 準

点 点 点 地日

か 点本
と測ら 度か
ら ２

置域

た
名氏 け

受区 はの

次

者称所名域

北札北茅

海幌海部番の

中知南、１

道市道郡１
の 央事茅

及

北堀町１点

区部番地

年 び ８第の

の

平

点積号第日

地条月 番
平南 点

成茅成 ６

部 の

年町年 地

７ 点
か月月

ら海

月６

二の

十地

九点

日

点 点
の

火

点
地

曜

向 向向向

方 方方方

ら
か

角 角角角

度 度度度

分 分分分

方方 の ののの 秒 秒秒秒

向 向向向 方 方

方 地分 ＝方

系向 北－向

角 角 のに秒 緯 地よの
度 点る方度 度 と測向

分 を量分 分 結の

秒 秒秒 ん成

の だ果

＝の

方 線をの方

向 に使地向 よ用点 東

条安びら

３字及か
っ）

西達浦
番 ６也

先点

目、地地

丁番１の
順

、有を

１公で

番のま
水

方日日

、結

３に

番面次

防 盛 角砂 地 向浜
土第 度

－ 分

号

向
方令 の指 秒）

日

角
向

方
度
分

向
方
の
秒

地地地地

ののの の

容
内
務
業

経 て
囲

か地地

ま度の の ）

れ

１
概

と成務業

の平業

次

務 お

名

り年要

、

ん

プ月

、及

４線

番だ

水の

許 面有項

免公３

ウ

埋町 月
面市 年

地
の

一図

労うこ図をを

地
の

必の元る

保働なとるこ

きよ要た化た

健省動に

医各にりがめすめ

・で

こ具

療種連、あ、るの

る

と体

・調動

。

祉・、カカに的

福査し

ドる手

に研市ーーよな

が村にに各法

関究町ド

す

ロ
ザ・

ー健

ポ日保務

公

を祉

出福

提・

の療

ル医

立村

る子

す電

請報

要情

法名

日
第
及
び の

平南

点積号第

地条 番

点 点

成茅
部 の

年町 地

７ 点

９
地地地地地

ののののの

点点点点点
点 点 点
８９

地地地 地地
ののの のの

点点点 点点

点
点

地
の
８

が付登種等

点
地

の
７

点

つ

個わ、加録サに

る行

るるビい

人れこすすー

報いカ情保スて

情ての

・申調

のるー報健の、

がドを

、に一医請査

・簡究

カ北付元療の研

道すし福素業

ー海加化

及を

化にる、祉化務

ド

目便関び委

にお項利に

。化

つい

情
康
健

告報

北
堀）

化

事ド

知ー

道カ

海

か月

検

ら

防

角砂

向
方日

第 度

－
８ 分

号

かかか かか

方令 の指 秒

方方方 方方
ららら らら

角角角 角角
向向向 向向

度
度度度 度

分
分分分 分

秒
方ののの のの秒秒秒 秒

角
向

方
ら

か

向方方方 方

度

一
七分

八

いての性す利託

方
の

秒

個性る

ても標のる便す

こを上人の。

は、準向
を報上

厚の示等情向

、

也究
研

達査
調

討

生よす

向

業

向向向 向

地
の

の

地点地地地

の地ののの

向
地

の



平提持企平提持

平 成出参画成出参

成 場す 場又提

十 年所は案年所る

四 はこ は郵書

年 月、送の月、と

十 。 提 ６

北 海

フプ平日提直参

休

交表

ァロ成土は出接加

除場 曜 クポ

す書

日 シー年く所付明

。は 、 ミザ

提

日 リル月交、るの

付 曜 説

道 公 報

３

話

続担郵北電

アイウ手

番道番

業総実等当便海

的内課号保号

務合施部

行な容健

遂

福 能考
力え－祉－

第

こロ

研以セるプ

イウエ
業トとポ

保究消上事ン

税保に以。ー

健能費確

ル

医を相で従上ザ

・力

るす、の

療有当き事で

・し額

号

２

内

行資ロ道

履加プ
参ア

びザ活

限及ーに

期格ポ

平査の拠

審ル動

月 日に書出日に

二 同留期同

十 水じに限水じ

九 ）。限、）。

日

場５

後。出後

午る提午

まよ及ま

時に所時

５）

火

。場

でるびで

曜 所

明日時に郵出 日
及 －書間同送期

の火はじは限 び

交）午。し、

民 付か前な提 －国

期ら９い出 の
時。場 間祝
５ら。及

日 、月か）所

場後方

関 付日午び

に 交

す
法 及）時

る 所火５法

部 方

総－ 務
札課

央線 中内 市
幌

区
北－

３

査

福てをこる新審

西
条

。労雇の

祉い控と全規

え

びこし働用考

及る除
とた者者

。総数の方

め平

関業占人

に事に１

調占新の

るにる均

す費

提点
・る雇労

査め規実

考出を

成の
要る

３方にす

年え者有
求組

月

れ、

日さ織
あ

で
格等

）資体

火る団

日

方でで
律 びまま

和
昭 法）

第
律

法
年

研人用働

目
丁

６

に
）
号

の業

の費失数

究件の日

実

の）

が合数画

績割者計

、お合、

り、割が

あが
おがお

む、お
おね

カねおむ

ー

走

稚網

。
と

こ
る

ドパむ

岩旭留

る
す

定
規

市市

内 知

函倶

市市市

沢川萌 見

市町
安 館

以

のーね日

調セ

札

り
・トーあ

査ンパ上

る成験幌

あ平
で受

。
年地市

そ詳成
平

４

月

の細
他は年

、
プ月

小島

３５６１６３４

ロ

代藤田嶋谷

蒔菅安内沢

己

昌照佳利利直勝

田野

１
広悟弘昭幸樹

２１１５６７

子

須

佐荒上赤森山守金

昌正英

藤井原賀山谷谷

收實悟臣裕亮幸

裕和貴

１５６７１
子

８

佐田

隈原木中
々

佐加辻小大

淳誠

国雄成崇弘

藤賀野

受

康一一敦文幸

中村

号
番４５６７ 日験

勝伸将

垣保野本

氏稲下

名美弘也秀

説平

ルの

ザ施

ー実

ポ日

明成

書
る
よ度

に年

こ第

と
。回

一
七
九

業
石
採

）

堀
事
知

道
海

北

者
格
合
の

験
試
者
理

管
務

お
と

の
次
、

は

也
達



発と

れ開所開の
次

２３
可り

地許び許お

る発及
月ロ

のを名年プ

域可氏
た及ー

称け日ポ

名受

北 海

事１ 北

都は

３

海

完平開 道

了成発

市 開

空

区

計 発

し 知画 許

た年域 支

又

法 可

。 庁 年

月は 告

工

昭 月

示和 日

日区 第 及

道 公 報

平開れ開所

都は
事１２

び

計了成発る発及

市完

区地許 画し

のを名

法た年域域可氏

又 。

工称け

昭月は名受

和

日区た

第

海
北

帯釧根

空
道

広路室

支
知

市市市

第
示

告
庁

号

平
成
十
四
年
十

の番ル

者びザ

支

日平を
出

提

住号の

庁

請

別成成要

市建
月。

２株８る

南設年す

条式

公

１社日

東会６

に 年 び

含 号

第
律 号ま

法 番
平

市 ）

成別 号

年本 第

７町

条 月

第

番
地 日１

第
律ま住

法含の

年に者

砂砂株
社 第

市市会 ）

川川式 号

吉吉

野野永
南 １

条条組 第

１１井 条

２１２

南

号 支

谷

永関斉長

庁

行子撤

賀
千成紀

倉藤川

男

告

月
二
十
九
日

勝公雄

司村藤

庄河安

火

美裕生
企

曜

２表建

目代空

丁

告

地締第

番取指
役

項

正
憲

田
坂
号
長５
社－

道 定ほ 建海 規

空北 の１

第空 にか 指

よ知筆

開

号長 の

４庁 次

－支 る

８８代 項

に

藤 為
行

佐 発

海目目取 規

北丁丁表 の

空番番役 に

道４１締 定
よ知２

の

庁内井 次

支の号永 る
行

佐番生 発

４和 開

長、

に

藤 為

４

示

日

ァロ平

担郵北電フプ
ア

当便海話

部番道番クポ成土
曜 局号石号シー

る
す

関

日 狩ミザ年

続

イウ手
３

工

事ね務画調医

む業企等

内費

業業４処提査療

事

る
す

関

費に分理案

工

の緊

プにプ次

アイウア

行ポ事急

ロ引石過履ロ

支２しー項地

ポき狩去

ザき庁年たザか域

ー続

２
注 務託資

業業委発加
参

び

名容間者及

内期格 務 概

成務

平業
１

年要

月

リル 支、
日 －庁－説月
明 総曜

－書日 務－日

の及 部

交火 －び 札社

付）国 幌会

期か民 市福

間ら 内
線の 中祉

祝 央課及
び月日 区

所日
に 北－場５
関 ３

妥及分

に従の体の容等

す以の当び析

占事３制

施方

るる上充性実の

め

あ度び方法

人全で実及
のび

費働る充法及

件労
合数と度企視

割者こ実

創

原占性の

がに。画角

間実ルら雇
とる意

則め

年内に績の、用

ル２管

出

提以に道を選総創

の

基的特

出上営内有定合

おる準に別

者事業にす

要を点いこ審対

に業拠

。し推

求営をてと査策

れです健選進

さん有保
こ医し業

るいる・定事

定
選

格こと療まと

資る

ー約海基

緊国とサ契北

護もビ締道準

急民介と

狩

域康保にス結石

地健

支

雇保険、の後

用険施国利
か希以

創入行保用日庁
か

特医、ら望内

出院後
費保護のら

別療国介等

策実入保把実

対

日

す 条

で
律 丁ま

法 ７）
る 西火

目
別

和 庁

昭 道

第
律

法
年 館

の
お用
お雇
て規

し新性

の
以数
割者

８業
ね失

む
し

こ原
るが
あ合

で割
上

祉の

。福。て

と。・す

る
す度

関足

に満

事等

析用

分雇

査規

調新

し

推態院険握施

を
業）

査療の行、

進調医へを
行調成

業分費移う平

事
析が
事減の査

月

し態析３

業少実分年

たをを

が把委
るで

こすすま

、握託日

狩
石

道
海

北

要ほ。

のる

一支

八庁

〇

山
長

。と
と則

す
定

規
に

）
号

実
確
、

し
託

受

お
お

て
し

す医
析宅

分在
を、
因か

夫
文

本

る療



１
札幌調除トダ

入札

平

に達 医雪ラン

成

を 科作クプ

十 大業タト 付

四 す学す員ーラ

年 るる 構にシッ

十 内よョク

北 海

札

次 幌

の平 医

と成 科 詳

お 大 細

り年 学 は

一 告 、

般月 示 プ

競 第 ロ

争日 ポ

道 公 報

ロ出

手日契要関３プ提
ポさ

続本約連の

及作報にーれ

に語書情

ルプ

いび成を同ザた

お

要手。にロ

て日の入じ

使本

第

４
他

プの

イウアイウエそ

成出参

提持ロ資平提持
場に

出参ポ格

場にー要

る

所よザ件年所よ

るルを

。の満月

号

表成

休交加平

る参
イア

日付
は場明

除所書年

くの

事役 。提月

月 及るベ

二 項び務作ル４

十 駐業

九 車ホ）

日

作

除ルる

等ーよ

場イに

業業

雪型

火

委ケ

務バ

曜

にト

託ッ

入 号

ザ札

ー

札

ル
説以 幌

書
明下

医

よ札

に入

科

。と

る」

大

う
い

学

るすー

用国否す関ポ

。

め説ル

る貨たるザ

す通

容

及照内

語の明の

言円

て
い

貨口つ

通窓に

び会

ア
ヒ

３郵 ３提た

及

の出す日の便

期者
み）同フ

に限の金にび
。ク

じ提が午じァ

同、

時ミ

場象５シ

。出対後

方に

びで等

及まリ

所。

付の期日

交３出６

法よ

限 時

出午

は同提）

間に、水
時

か所５

時。場後

９じ
５法

後方で

午びま

ら及

時

日

い量

つ容

て
入

作 るる すよ 付に に） 札

間

の時時時 業 も１１１

たたた

す当当当

と間間

）

る

告

実札

を

示

長
学

。大

る科

す医

施幌

る

。
う
行

を
グ

ン
リ

野
秋 。
）
。
い
な
め

認
は

出
提

ののの

。りりり

）
で

ま

４
価価価

単単単

札札札 行
執
札入入開

入

３

明
豊

場
の

件こにる

条札すアイウ

加ど請

の 付参か申申申
類

札 般しう書 請請

入 一
競よか

ラン

道札平以除大トダ

作特クプ

が幌成下雪型

の 行市

ーラ

う内年除業殊タト

雪員自

２

指に

札の地に政と

入次項こ

定
方令 達にい規。

契調
す加れす 約自第 を参ず
治

るすにる

クプ

量雪ラン

数除トダ

作

日場 所

員ーラ 予業タト

時
日所時所

び
及場

話海幌成に

札電北札平
同

幌
医番道医

。

科号札科年じ

大幌大
市学月 学
事－中本

審提

、 争うのの のの は
令 札す査出

時方 政 入と

加者申

第 参るを期法先

資は請

便 の 格、し平申け郵 条

書ば番 ５ のアな成請れ

審かけ

ら ２
査られ年類な号 の

の ウば

のまな月提な
出い－ 規でら

車ョク

名本月機動シッ

争支日等運ベ

競・１械

入店現を転ル４

札等在保免

し証イ

にので有許ホ）
ル

す業引て及ー

関営、
拠続る車型

るのきいび

２の系バ

名点きも両

指

条 法

停有年で建ケ

をを

者該のの 期施 役るもも
な第 令 のに当で４ 行 務

２ 間仕必す
和 なここ項 昭 様要るい

平資ととの
規

札定 年 成入格。。
政

明よ 令 年説に

第

月書り
競 に号

るベ
よョク 数
にシッ 定
量
）作ル４

業
型作
ルる

ーよ
イに

ホ）

央部日

ケ
バ
業

務

区棟 局
総南１金 －

１階） 務

条午

内西会前

課

議
丁室時 線

一 目

八
一

定にな日先。

に定いの

る）示北 る
め。火指 よ

こらよ道 件
とかに海 条

り札 付ろ
よ８成市 般

に月作幌 一
、た央 争

り日し中 競
に）請南 札

２金申区 入

し以あ設ッ

掲ま書１ で

こ械容

さて上る機ト

止
てる雪と運量

れい除

いこ事。転

なと業技

ん習

こ営講） い。を能

と
こ
る者

い了

。で修

と

。札 以 かる入 。 日よ争
の

平へ 下 ら

参 政 成

令

除 い 月排 と ３を 」 年加

う

い 第 でて ） まれ 。 日さ

量
容
ト

ッ

で類条 あ

業
作

る
よ

に
）

の
るを西 る

げ
資提

有な

をし目 、
格出丁 で 名名台台

６２２２

。

入 上上上上

以以以以

る

１い
な 第

で ４

の の

も 条

間間間

時時時



入は

所のの細

ここ詳

イ

執札 在のの入

告札、

公
容行説

内

北 海

入入、なし契

るず算ア

金に

札札消おた約名

。
額に税消額関

金書費、
抜税１る

に記等費にす

るすき等円事

係載

道 公 報

９

則るぞ契要そ各

規あれ

札 札のに

約 」入れ開号

いの 予掲 書 と
効数る の う時 有定げ 作

札 のお ）な量入

成 。に

第入を

第

６７８

札交交便べ

入郵郵落す

明にびの 者 説及て 便札

の報札 よ 書電入 の 付付

よ額 定 場方 交るに金
決

付

号

５
開札

入入

平札保

成
札証

十保金
四は
年

証 日免
十

地予、書

はは明

除

道

定公に教 で開よ

育

便話りる。

郵電あする

庁 番番、。

渡

更

号号変

島 す

教

こ

－－る

育 と －

当満を称

消る価相未務
当

税額相額の担

費金格
額、数す札

及は当は端

地消当がる幌

び、

る織科

方費単該あ組医

等）金時の大

消税価代

称事

税にとのは名学

費
係す請、
のび局

以るる求そ及務

札乗及 要い

下課この

て

にじ否他び

る得の 第２ 限てこ 条、

）合告 項規 。た公 １に

し金定 規す を計に の定

も）る に資 た額め 定る

の最札 りを のが入 よ格

にる方 入

し 内低に 定有

す札価

関所法札入法単

認が

るは）
海

項海幌のめ北

事北札

財

札科所い道

道医場な

付規

市学交務

幌大で。

区局る

央務す則

中事

月す

二時金る

十。

九
日

。
じ

同
に

火

曜

局 が
あ 北告 り 海

示

幌。 線 札る 内 道得

市
中

時端所総
西
条
１
南
区
央

税と

を地課

消業。に数在務

あすり

税で算切

費者加
る

とかこて

」るる捨

等
う税。

い免と

で税

）者費。

。業消）

で関 め

扱る相

取あ等

の

るる 予い 入あす たな 、
の件 価の 総も条 定も 札

落違 し 格をに 格の 価

た
札 入者し 価入 各札反 単

財 金す入 の、 札とた ）

規 。は 限務 額る札 制

１務和

南総。昭

単、 の

条課

北

西年
第
則
規

目道

丁海
以
。
号

日

ろい

るこなアイウ

目
丁

付よ請

件に。申申申

条

か当

般、類

一り書 請請

３

わ加

問を

を額

い
当こ当る件こ

資るあ条
の をが該と該こ付

格道

。般
入 有行調を調と一

物明物競
札 すう達証達

）効 囲第 価無 範則

る指

にと 内

２

でそ条す

にい成

納納札の平

入次
参ず

下

すに北

加れ年 入入

協１

務
財

適成調パ調契

の平入

定

達ー達

札

用

ナ要 付約 を年をソを に
す 受
け月るルす

北

次な 海

のお 道

と、 教

おこ 育

りの 庁

一入 渡

般札 島

時方 争の提

競２の のの

出

でび
札及期法先

入

便海

るに平申け郵北

あ

書ば番道

の掲成請れ

でげ

のら育

、る年類な号教

入資

庁 札格月提な
出い－渡 にを

に入
、 こ名品し品争

は

争関者関札
地 と競にた

、加
自 入しでし参

方 。

法 に迅る要資
治 札、あ

なと仕の
施 関速こ求格

書査
令 るア。様審

行 す
指フ

サ載

和 をー記

昭 名タに

停

当告

者該道 期場るも海

要る第

日所必す示

に
なこ
。又

でが平北護資と号

道校は

、有成海学格

平り
１館北成

成得年函、平

る
年。月稜海
北道年

物コる

す
る期 る

間

等ピ品 事

。日品ン物

称タ仕

名ーの

項のュ等

び一等成

及様平

数式
入１

量年
札月 １

北月台説

競に 教

争係 育

入る 局

札調 告

達 示

以は 第

下、 ８
号

入
と月

」４
札年

い

島 参有日先。

教 加すかの
示北局

しるら指育

よか

よ道画

うど月に海企

とう

ま作館務

すか日り函総

し美

者審で成市課

るの
か申申４

アをた原

は査
ウし書目

ら請請丁

ス件

政 さビ要

年 止ーの

いメを

第 て・等

令 れ
ナし

） いテた

号 なン満

とンて第 こ
。スい

の

制と５

体この

のる条

等稜海

月日高五北

がを

を）校養告

日金学郭道

校９

度北学第

限、護示

該函びに

当道及号

に海
道す

約盲海定

契館北規

を、雲物

間校八る

期学

及ら

道た書か

海当明日

庁単要月

育のび３

教り

渡価求

育書で

教様ま

島）仕日
。し
るだ

長よた

局に。

をケ
）ラ

。マ
う日

、

平

る作
すで
施ュ

実シ

一。成

八さ

二

を番

まな類６

府
政
た

れ

でけ
定れ提

とらな

るなし

めば出号 定

さし規

備明の

整証２ 養品

いでよ

て者に

れた

す道学賃

長海護の

延北

と養の

こ館借

る函校貸

達
調

内

努囲
範

の
算

塚予

る
す
関
に



入る捨者分

アイ

平 で 札落額て）落

成 あ 札 金をたの札

十 者 る 決 額加金

四 と 分 か 定 等算額

年 の 免 に にし）な

十 当 係たをっ

北 海

９

に

北項当契要そ号

１月

道札 規り掲

約 海のた開

に単る 作

財の 定のげ 書

札

成 規に よ価入 の 務時

定を及 の 則お り）

道 公 報

６７８
札 開札札交交

入入入落
の 札付付 証明者 札保説

場方 、交

決 はの 保金書
免付 証定 日

第

５
札札札 行

執
札入入開

入
及場日場 所

場
の

号

４
査道道

約 審海海

契北北
庁 を 行館育 項 を函教

条
と原島 す
た美渡 示 っ市

税

月 た 事 た る金も

二 業 っ 消額っに者

十 者 て 費て相は

九 で は 税当落当、

日

金る札

あ 、 及該札す落

札 地額額金決 る 入 び金

を後 を 書 方にと額定 か
問 に 消１す

火

の札や わ 記 費円る入速

ず 載 税未

曜 、 さ満で書か

い

見 れ 以の、にに

っ否他こ

昭て めもび 要

２ 予ての

和、 た
北規 価札告

年に 定入公

海定 格に

道す 有定

則資 月なる

規る １効め
を た札札

第格 当入入

。し の限関

号有 りにに

時金す関所法法

除に方

。る
るす

事北北
所

同道道場

に項海海の

市庁交

。館育で

じ函教

び

４教る

原島す

美渡付

時
日所時所

北階北平こ

海海成郵とに

送。同 道道

よ。 会 函教年に）じ 号
館育

場 室 市庁月る 議
美渡

原島日合

４教は 郵

局

は所丁育

き４教 場

送

総

査番画

審６企

、目

結
通

に
者

請
申

を課

果号務

日

札載費 積 た 下端入記消

金数

る等 っ 額 消が参す税 も

税る者この た に 費あ加

税 月 該 等とはと課 １ 当
とは消事 当 金 」き、。

税者 り の い、費業 た 額
うそ

の 。の等で

係る の約

）端にあ 分契

るす
取金るか ５金

の数

）条

下い 価。る

以な 単

者 ）
務し 制たに 財の のし件

則入 のを反 規た 限者違

と、 囲札た 」札 範落し

う務 でと札 い財 内者入
則 ）低る、 。規 最すは

６企
目局

丁育。

の。無

総
番画

）平 に
丁育月、

課
号務

る
６企午成 よ

目局

番画前
年 場総
合 号務時

、
課月 は
北）

道便
海日 郵

合ま

島） 号
渡金 番

課免 に額

。
る

す
知

同で

いを税税 相
扱額
切事事 当

協１

すり業台業

適成調パ

おの平入

な定

達ー

札 、
こ用

すナ 付

のを年をソ に

入受

価効 第 第

札け月るル

格と
す 条 条

。

第１各る
北

次 海

の 道

と 教

お 育

り 庁

一 胆

般 振

．．．

庁に －
舎必
着

４の
のの細

契日ここ詳

アイ

、

の語入入は

名所約本
続び及の入

手及札札

とに

でのこ約

者員る契

す かにす

る部。関

あ一

物コ る にる

ュ

る等ピ 事

係。日品ン
及

は称タ

達名ー

調項の
び２

、

数式

４
年量

月１

北月台

競 教

争 育

入 局

札 告 道

示 教以 第

育下 ４
号 庁入

胆札
」 振と

教い

本契行説

に日び執札 在

通は、書

い国約は明

お

開よ

、貨、公に

称地て

。

北郵電用達する

使調

番る続。

海便話す手る

育語停

教号号言の

道番

及止 庁

び等

務

申税事

を免る

－ 渡－

が当

る者担

出業を

し事
たと組

。るる

といす

こ

称

、、名

しはの

だき織

マ道た２

日海当×

落共

ケ育の

ラ教り校
）学

ュ胆価等

シ庁単高

作教校

で振

一 成育普

八 さ局通

三

府
政木

た）

れ長科

う 育。

局）
を 告実

示施
す
る
。

通が 島

貨有 － 教
育り
得 局北

る

館線 総函内 画道。

企海
務
課市
美

者企び

札同及

目
丁

４
原

費
同消地

共体在

が業所

事
場税

の免
体等
業税
企

達
調村

っ申
あ者
で業

合

番
６

る
す昭

関
に俊

出
の提
そを

、書
て出

号

成す
構



５
道執

海海札入入

北北入
場

蘭育の札札 室教行

道
町振及場日 幸胆所

市庁

北 海

４

申査
約 い審

なアイウ契
行 請請項 請を

条 。申申

す

のた示 のの類っを 書
提と

道 公 報

３
る件こ条ろ

るあ条るこ

該と該こ付件に

当こ当

り

入 調を調と一付よ

の
競般、

札 達証達。般一

品し品争競２

は 物明物

地 にたに入争の

、

第

２

納納札の平格道

入次資
有行

にい成をが

参ず
北る指

加れ年すう 入入

競 期場るも海こ名

すに
者該道と

号

調契

平達
成

約 を
十要

四す

年期 る

十

時

番育日所時

９教び

物

局

平

号企
画北胆

成郵 振 総海

送 支 務道

よ

庁 課室北年に

別 蘭海

場

館 市道月る

４ 幸教
） ９庁は 階 町育日合

期法先は所

出き場 時方

海結

平申け郵北査
審

、

書ば番道果

成請れ便

のら育申

年類な号教を
庁請 月提な
出い－胆者
振に 日先。

教通 かの

し参札及

方 関者関札入
治 、あ、加でび

自 しで
求格るに

法 迅る要資あ
行 なと仕のの掲

施 速こ

査、る

令 ア。様審でげ

フ書

和 ー記札格

昭 タに入資

サ載にを

政 ビ要加す

年 ーの参有

所必す示入

に当告。争
に

要る第札

日

なこ
。又す

が平北資と号関

道はる

有成海格

り
る１達成名

得年伊平指
を 。月高

海さ

日学北止

６等年停

校

月品

二等間

十の

九仕

日

平

等成、

様平で
年成

入１

火札月年

説６

曜明日月

書か

番胆水、

振）平 郵
送 号教午成

育前
年 に 室局 よ 蘭企時

場 土画月 る
木総

業課 は
現務日 合

議ま 便
会） 郵
所）火 、

北局す

ら指育知

室で 番

示
よ道画。

月に海企る

市課

ま作蘭務

日り室総

請番

申９

た町

し幸

で成
書

よか

令 ス件しる

を
類号

メをうど

第 ・等

） テたすか

号 ン満とう

ンて者審 第 ナしるの

スいは査

体こか申 の

のるアを 条

がをウし の

制とら請 ５

備明でけ の

整証まな ２

示い

）び告て

月及道れ

登号こ

道９い

海第な

北
学す

等定

高規。

別にと

の
品
物

校る

日

度

要月限

び３を

及ら日

求

契

書で該

様ま当

仕日に
し間

るだ期

よた約

に。

に 号

算長
予延
、を

。

北必

海着

道－の

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ

出
提

とかにす

者る部。

な
し

号ア

開に入る捨税
た業分 札掲札落額て事

額加金者の の札 げ金を

時決 る

さし定れ 規

入等算額で

て者るな に

れためば 定

いでよとら

９

１月

交のた

落北項当契要そ

定の 者書 道規り

札約 海
よ価の 務に単 の作 付財

６７８
の
借
貸
賃

の成札交

入入一こ平入
説

札連

札保の契
達を北書付 証調約年明

る
のす

は契含海の 保金

内と
囲こ
範

事

なを免る在

札札
開開

を称地

たし事務

っ申税
こが当

はる者担

者出業

便話

落といす北郵電

、

と組道番番

札。るる海
育

定だき織教号号

決た
後しはの

速、、名庁

に定

－ や落共称胆－

る相

おに 札にし）あに

金もか当

い当 及係たを

こ消額っ免す

てた びる

２て の費て税る

、っ

業額

には 公税当落事金

金価者を

規、 告及該札

定地額格で入

定入 にび

る書 め方にとあ札

す札

かに

資に る消１する書

未のを記

格記 入費円る

則り）

決成 規

を載 札税

定を 定の 方
法たっ否他

昭めも 方要

予て

和 法

価札

年定入

海 の格
北

道 場有
当入

則 で月な

規 所１効

付た札

第 交

一教付 証場 、約む道交
庁関所

除関連育に

免に

る

るる調胆す

金すすの
項契教事北北

。事達振

教

の局道道

約育項海海

第市庁

ち示蘭育

う告室

所時
場日

最２幸胆

の

）じじ

。同同

とにに

こ
。。

か札同及振

－ に者企び教

消が業所育

費共体在局北

企費画道

税同消地企海
務蘭線 の業税総室内 等
課体等

税の免課市

事場税幸

者番

者で業９

業合事町

であ

有さ に満で問載
あっ申

ずる

しれ 関以の、わす

数札、こ

なた す下端入

い金 る

積。

者額 条消がに見と

税る加も

のに 件費あ参

た該 違等とすっ し当 に

は者１ 入金 反」きるた

の たい、は月 札額 しと
入うそ、当 、
財札。の消た

は）端費り 分 務

単る

。 るの限

号 すりに
））

下価。

以 。

を 規限者 務制た 財のし
内者 と囲札 」範落 則の

初号町振

最す うでと い

局

契番育

の９教

約

課

入務

る総

係画

に号企

告
公
の

札 一
八
四

免そを

か、書

るて出号 規

業成す

事構出

税の提

等契 ５ 則、の数税の の

効扱額に約 に 第無取金
相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

第の。 ）低る 。

。
各る

価
格
条
第１
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は
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入
札
説

号

入入

約本のの
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手及札札

の語
お本契行

に日び執

月
二
十
九
日

火

曜

明
書
に
よ
る
。

、公

て通は、

い国約は
手る

用達す

使調開

、貨
及止

語停
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